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は数多くあり、知覚と産出、つまり発音の関連性は研究されてきたが（Flege 1991; Gass 
1984）、表記というもう一つの産出の形との関連性を指摘した研究は少ない。表記に
おける誤用という観点から日本語の音声を考察した先行研究は、韓国語母語話者に限





































1) 高校 ko-ko (H-L) 
2) 毎日 mai-ni-chi  (L-H-L) 
3) 図書館 to-sho-kan  (L-H-L) 
唐傘 kara-ka-sa  (L-H-L) 






















表 1 分析の対象とした語 
対象語 アクセント型 含まれる特殊拍または拗音 
辞書 頭高 長音 
どっち 頭高 促音 
京都 頭高 長音、拗音 
ちょっと 頭高 促音 
教科書 中高 長音、拗音 
図書館 中高 拗音 
宿題 平板 拗音 
旅行 平板 長音、拗音 
週末 平板 長音、拗音 
一緒 平板 促音、拗音 








1． Which do you prefer, Tokyo or Osaka? 
訳：とうきょうと おおさかと どっちのほうが すきですか。 
2． I bought things like dictionaries and textbooks. 
訳： じしょや きょうかしょを かいました。 
3． Shall we travel and stay in an inn this weekend. 
訳：しゅうまつ、りょこうしてりょかんにとまりませんか？ 
4． Let’s go to the library together. 
訳：としょかんに いっしょに いきましょう。 
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表 2 誤用のパターンと頻度 
誤用の種類 頻度（割合） 
長母音の誤用 
添加 73 (54%) 
脱落 30 (22%) 
促音の誤用 
添加 0 (0%) 
脱落 19 (14%) 
長音化 12 (95) 
計 136 (100%) 
 
 先行研究からも、英語母語話者にとって母音の長短の弁別が困難であるということ
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表 3 長母音化の誤答数 
単語 アクセント型 誤用例 頻度 
辞書 頭高 じしょう 7 
教科書 中高 きょうかしょう 7 
図書館 中高 とうしょかん 2 
図書館 中高 としょうかん 12 
宿題 平板 しゅうくだい 12 
旅行 平板 りょうこう 2 


















表 4 母音の脱落による長音の単音化 
単語 アクセント型 誤用例 頻度 
教科書 中高 きょ＿かしょ 4 
週末 平板 しゅ まつ 14 
 











表 5 母音の添加と脱落 
単語 アクセント型 誤用例 頻度 
教科書 中高 きょ＿かしょう 4 








表 6 促音の脱落 
単語 アクセント型 誤用例 頻度 
一緒 平板 い しょ 3 
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表 7 促音の脱落と長音の添加 
単語 アクセント型 誤用例 頻度 
一緒 平板 いしょう 8 
どっち 頭高 どうち 2 
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